
［11月定例会 いそがわ ゆか 会派代表質問等にて］

吹田市議会会派 令和２年１月下旬発行

皆さま、2020年の幕開けとなりま
したが、いかがお過ごしでしょうか。
いつもお読みいただきありがとうござ
います。
吹田市議会内会派『市民と歩む議員

の会』は、今年も“五十川有香、
池渕佐知子、馬場慶次郎”の３人で、

「市民本位の市政実現」に向け、鋭意
努力してまいります。会派活動にご理
解いただきありがとうございます。
2019年11月定例会等の議会報告

です。（詳しくは議事録・SNS等にて
ご覧ください）ご意見等をお待ちして
います。

今回の一般質問（代表）では、子どもの貧困対策
について、災害対策等の組織体制および防災と市
民参画のあり方、中核市移行における独自性と市
民参画の減少による弊害、不公平な課税証明書
発行手数料、北千里小学校跡地複合施設の市民
参画、いじめ対策と特別教室の空調設置の緊急
対応の必要性等について取り上げました。

また、１１月定例会では、３１件の中核市関連条
例はじめ水道料金の値上げ、いじめ対応に関する
予算、国民健康保険料のスマホ決済導入、病児
病後児保育室予約システム化等の予算提案もあ
りました。以下、質疑内容（抜粋）等です。詳しくは

市議会HP等にてご確認ください。

この議会だよりは政務活動費（公費）で印刷しています
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【五十川】平成26年8月に内閣府から「子供の貧
困対策に関する大綱」ができて５年が経ちます。
この間、取り組まれた本市の子どもの貧困対策
とは？
【児童部】平成28年度末に庁内横断組織として、
子供の貧困対策に関するワーキングチームを設
置して検討を重ね、平成30年３月に「吹田市子
供の夢・未来応援施策基本方針」を策定した。
策定以後、平成30年度、今年度と同方針のもと
で、年３回のペースでワーキングチーム会議を
開催している。
【五十川】具体的な方策を講じるために、庁内
検討にとどまらず、実施のための計画等を市民
参画の上、作成し、実効性を高めていくべきで
はないか。市民アンケート等市民参画のもと、
事業計画を策定する意思はあるのか。また、い
つまでに策定するのか。
【児童部】社会情勢の変化も踏まえて、施策の
拡充や見直しを検討する必要はある。しかしな

がら、市民アンケートの実施やそれに基づく事
業計画の策定については、改定後の国の大綱に
基づいて、全国的な調査が実施される際に、改
めて検討したいと考えており、現時点では策定
のめどはない。
【五十川】市の基本方針においても、第１に掲
げられている学習支援と子供の居場所の支援施
策について、現在、市民部の居場所づくり公益
活動の補助事業としている二つの団体の活動を
市のモデル事業として明確に位置づけ、このよ
うな仕組みを吹田市内各地域で広げていく必要
性が高いと考える。

これらの学習支援及び居場所づくり支援の事
業化に対する有用性はどうか。
【児童部】子どもの学習支援と居場所支援は重
要な分野である。今後、市民部と連携する中で、
事業の有効性の検証状況を聞きながら、その評
価も踏まえて、活動の支援方策について協議し
ていきたい。

［子どもの貧困対策の充実に向けて］



いそがわ ゆか（五十川有香）
各種SNS等配信中！
Facebook :市民と歩む議員の会
HPのQRコードはこちら→

［屋外広告物の課題に向き合えるのか⁈〕

(※12月19日までパブコメを募集していました）
【五十川】当該計画においては、現在、市民意見を募集しているが、当
該意見、計画に対し、反対や改善を求める声、意見が多くあったとして
も、この計画素案そのままをもとに進められていくのか。基本計画の策
定において、これまで聴取した市民意見及び現在実施しているパブリッ
クコメントなど、市民意見の重要性について、市の考えは？
【地域教育部】

市民の皆様からいただきましたさまざまなご意見は、基本計画を作成
するに当たり大変重いものと認識している。パブリックコメントで頂戴
した意見についても、そのご意見を十分に踏まえて、市として判断し、
その考えを丁寧に
示してまいりたい。

【北千里小学校跡地複合施設等建設における市民意見の反映を!】

【いそがわ意見】 現在は府管轄の中、市内にある許可
の必要な屋外広告物の約６４%は無許可状況である。権
限移譲後、吹田市民の共有財産である景観
を適正に保っていくために、安全性の確保を
第一に整理し、適正管理することを求める。

【五十川】 公立学校の特別教室の空調整備ついて、半
年早めた形でＰＦＩ事業導入が採用されても、来年度の夏
は未設置となり、熱中症対策が喫緊の課題であることは
明白。公立学校の児童・生徒の学習環境、教員の労働
環境を整備するための熱中症対策は必要不可欠と考え
るが具体的に検討していることはあるのか。
【学校教育部】 熱中症等必要な措置をとるために、各学
校からご相談があれば丁寧に対応させていただきたい。

【中核市移行における市民参画と市の独自性、必要な費用は？】

令和元年(2019年)11月定例会に提案された中核市関連条
例は31件ありました。私たちは、２月定例会では、市民理解が
全く進んでいないとして中核市移行自体に反対としましたが、
議会において賛成多数で可決されました。その後、府・国の手
続きも進み、中核市移行は決定となりました。。。多くの権限を
持つ中核市として、市民意見に寄り添いながら、地に足を付け
た取組みの元、行政側の市民サービス提供の質の向上が求
められる点等から以下、質問しました。
【五十川】 各条例のうち、吹田市独自の視点を盛り込んだ改
正の条例提案としているものをお答えください。
【中核市担当理事】 今回の中核市関連条例31本のうち７本
は吹田市独自の項目を入れた。残り24本は大阪府の内容を
そのまま引き継ぐ内容となっている。
【五十川】 議決後これまでの間、市民へ中核市移行について
の説明会等は行ったのか。

【中核市担当理事】 依頼のあったところへ出前講座・
キャンペーンの実施やポスター掲示等を行った。
【五十川】 移行に伴う事務事業数と想定予算はどれ
ぐらいなのか。また、中核市移行に伴い、本市の財政
負担は増えることを受け、本市がこれまで独自で行っていた事
業等の統合や見直し、縮小等は行うのか。現時点で臨時財政
対策債の発行予定額は。
【行政経営部】 中核市への移行に伴い、新たに実施する事務
数とその予算は、平成30年10月時点で約2,500事務、影響額
は約8.4億円と見込んでいた。令和２年度当初予算については、
現在、内容を精査している。また、現時点において中核市移
行に伴う財政負担の増加を理由とした既存事業の縮小等を行
う予定はない。臨時財政対策債の発行については、極力抑制
するべきと考えている。

［いじめ重大事案の懲戒処分を受けて…］

【五十川】 いじめ重大事案における当時の校長等の懲
戒処分内容を受けて、吹田市長及び教育長の所感およ
び吹田市教育委員会の責任は全くなかったとの判断な
のか。
【教育長】 当時の管理職が懲戒処分を受けた事実を
重く受けとめている。また、当時の本市教育委員会に所
属していた職員については、いじめの重大事態の調査
に関するガイドラインに沿った対応は不十分であったと
認識している。現在、子供たちが安心して学校生活を送
ることができる仕組みや体制の構築に全力で取り組ん
でおり、スクールロイヤーとの連携の強化や第三者調
査委員会の常設化など、責任ある対応に努めている。
【市長】 行政としては、教育委員会の取組を支援すると
ともに、人権擁護の視点から必要な措置を講じなけれ
ばならない、そのように感じている。
➡子どもを守るため有用な施策の早期実現を！！

吹田市議会２月定例会は２月２０日（木）から３月２３日（月）までの
予定です。来年度予算を決める大切な議会です！市政をチェック
するためにもぜひ、議会傍聴へお越しくださいませ。

2020年も会派３人、
ワンチームで市民のた
めの地方自治の実現に
向け頑張ります！

※市民意見は重要と言いながら、ワークショップ後も、
行政の方針は変えていない計画素案です。パブコメの意
見はどうなるのでしょうか。。。市民主体のまちづくりを！

［特別教室の空調設備、その後…〕


